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１ 制作の背景と目的 
近年のモバイルメディアや SNS の普及により、いつど

こにいても社会と接続できることから、都市体験は物理

空間と情報空間が重層化した経験へと変容している。哲

学者三木清が述べた『孤独は山になく、街にある。1 人の
人の中にではなく、人と人との「間」にある。』(1)という

言葉がある。かつて人の間にあった都市における孤独は、

物差しで測れる定量的な距離にのみではなく、今や人と

人との精神的な距離の中にもあらわれているといえる。  
そこで本制作では、孤感覚の変容におけるの都市居住

について提案する。他人と情報によってつながる手段だ

けが過剰なほど溢れる現代社会において、空間的にも孤

立せずコミュニティを強要しない、孤でもなくコモンで

もない集合住宅を模索する。 
２-１ 孤感覚について 

 本制作における孤感覚とは「物理的・心理的に他者の

存在を感じつつ自身はひとりでいると認識している状態」

であり対他者での感覚であると定義する。その中には空

間や社会からの離脱欲求によるものもあれば孤独をおそ

れる所属欲求によるものもあり、矛盾した欲求が共存す

る感覚といえる。そうした自己と他者に関する意識を高

めるのは五感の中でも特に視覚であり、「見る」と「見ら

れる」の関係が孤感覚を左右する要因の一つである。 
２-２ 孤感覚の変容 

孤感覚は都市居住

における空間離脱の

欲求に大きく関与し

てきた。西洋では都

市に住まう中で徐々

に個人空間への渇望

がうまれ、住居の拡

大化と分割化が進め

られた歴史がある。

また現行の都市でも

儀礼的無関心などの

暗黙のマナーに加

え、モバイルメディ

アの誕生によって物

理空間から離脱し様々な体験が並行して感じられるよう

変容してきた。 
このような孤感覚自体は忌避されるものではない。し

かし現状では物理空間と情報空間、孤感覚とコモン感覚

が脈絡なく積層し、それぞれの都市体験は並行して存在

している。（図 1）それらが層を超えて縫合され、孤であ
る豊かさとそれが集まる豊かさが同時的に感じられる豊

かな都市体験へと変容させていきたい。（図 2） 
３ プログラム 

孤感覚の変容下で

都市に住まう事の価

値は、様々な出力形

式それぞれにおいて

様々な履歴を持つ他

者たちと関係性がうまれることである。それは閉じた箱

の中に広がりをもたらす液晶画面の枠から、また壁に開

けられた窓枠から、また同じ空間を共有する小さなモノ

たちと同時的に紡がれるものである。（図 3） 

そうした他者との多様な距離感は、時に人との対話を

生み、時に木漏れ日や微風のように現象の連鎖による感

触として人の生活を彩っていくのではないか。これらの

仮説に基づき都市の個同士が多様な距離を相互に持ちな

がら集合し、人の中の矛盾を縫合する在り方を考える。 

４ 対象者 

 現行の集合住宅の問題点として、その多くが個室を廊

下で結んだ完結した箱の集まりであることである。これ

により都市のひとりは孤立を強いられ、儀礼的無関心な

どの都市マナーが住宅内にまで及んでいる。これにより

核家族をも精神的に孤立させてしまっており、家庭内の

不和やトラブルが見過ごされ、DV や虐待・引きこもり
などの問題が家族の中だけで閉じられている。 
 よって本制作では対象者を一人暮らしのみでなく家族

居住やその他の同居形態も含めることとする。そして居

室を 1 人に 1 住戸配分し、住戸同士の距離間によって関
係性を保つ。こうすることで結婚や子の独立による共同

体内の居住人数の変化に対応できるほか、共同体の外部

の人々との関係性を築きやすくなることが期待できる。 
 

図 3 箱の中で関係を紡ぐ液晶、又は窓 

図 2 縫合された 
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５ 対象敷地 

敷地を東京都新宿区荒木町とし、スリバチ地形の周縁

にある住宅密集地を対象とする。新宿区は渋谷区に次い

で一人暮らし人口が多く、既存のコミュニティと新規居

住者との分断が起きている。また、用途地域の境界では

建物高さの差による分断がみられ、都市計画上で都市に

アンコが醸成されておりこの荒木町も例外ではない。 

この場所は谷上に高層マンションが林立し周囲から見

下ろされているような景観を持つ。昼間でもビルの陰に

なり日影が落ちること、そして大通りの裏手であること

から、都市のアンコになってしまっている。一方で、東

西南の 3方向を地形に覆われ北東面の道路に向かって開け
ていることが特徴であり、周囲を土に囲まれた安心感と

一方向へ抜ける方向性を持つ魅力がある。また敷地内に

は未改修の木造住宅もあり、その多くが空き家であるこ

とが問題である。ここに集合住宅を建てることで既存と

新規の分断をひとり居住の単位で取り持っていく。 
６ 設計手法 

敷地はスリバチ地形の周縁にあり、激しい坂道や入り

組んだ路地が特徴である。窪んだ地底にあった池を拠点

に花街として栄えた歴史により、奥まった路地では私秘

性が高く、大通りに近づくにつれて開発され高層マンシ

ョンや飲食店が多くなっている。また坂道はその特性と

して周囲との関係によって傾斜が認識されることから、

周辺を含めてひとつの坂道として領域性を持つ。荒木町

はそうした坂道による街のコモンの領域のすぐ傍に、階

段や路地による個人的な領域が重なっている街である。

この坂道と路地の特性から集合住宅を構成していく。 

７ 設計主旨 

 個が集積し多様な距離での繋がりを持つ集合住宅とし

て、次のような空間体験を創出していく。 

・空間離脱の感覚 
 この集合住宅では、家族単位での入居者でも 1人に 1住

戸があてがわれる。住戸の窓や屋上から眺める街の景色

や近隣住民は、イヤホンをつけて街を歩く感覚のように

景色が我有化され、周囲を抽象化して認識する。 
・領域性 
路地の身体的な領域性を持つ住戸とアプローチ空間、

また周囲を包含する領域性を持つ坂道で集合住宅全体を

編み込む。これにより住民は孤の性質を保ったまま建築

全体としてのまとまりを獲得していく。また住戸に面し

私有化された路地や多層的に連なる動線から覗く窓越し

の景色などパーソナルな領域が動線空間にも重複してい

く。 
・五感による所属と見る・見られる関係 
 人間は五感全てを使って知覚し、自身を環境に溶け込

ませている。中でも視覚による「見る」と「見られる」

の関係は他者との距離を選び取ることを助け、その関係

が相互に入れ替わることで他者たちと自己の間に関係性

が構築される。また他の感覚、特に聴覚・嗅覚・触覚は

環境を感じ取ることにたけているため、人間は聞こえる

音・漂う匂い・肌にあたる感触を感じ取ることでその場

所へと所属していく。隣から香る夕飯の匂いや、かすか

に聞こえる自転車の鈴の音など、距離を介して隣人たち

の気配を感じ取ることで個の領域を超えた集合の関係性

を創出する。 

・坂道・路地・階段による場所の発見性 
 坂道によって集合住宅全体に断面的な奥行ができるこ

とで、街から連続する路地に多層的な連なりがうまれる。

これにより建築全体がポーラスになり至るところに不均

質な光が差し込むようになる。また建築内のトマソン階

段やトマソン路地がファサードに穴をあけ自然の風や葉

が舞い込むスリットとなる。これらの光がさす場所や風

が吹き込む箇所、また坂道や階段そのものがもたらす場

所の発見性により、人々は建築内で様々な空間に出会っ

ていく。路地をさまよう中で、そこに住まう他者を環境

の一部として抽象的に認識したり他人との間にしいてい

た距離を見直すきっかけを得ることで、その都度近づい

たり時には離れたりと心地よいバランスをとっていく。

まるで野良猫にそっと近づいて手を伸ばしていくような、

アプリポワゼが起こる集合の形が立ちあらわれていく建

築となる。 
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